
Μεταπτυχιακά 名古屋大学大学院文学研究科 教育研究推進室年報 Vol. 3Μεταπτυχιακά 名古屋大学大学院文学研究科 教育研究推進室年報 Vol. 3

182

はじめに

　紀元前４世紀のギリシア世界はアテネ・スパルタの
二項対立という勢力図が崩壊し，従来は脚光を浴びる
ことのなかった周縁部に連邦国家の新勢力が胎動し始
めた激動の時代である。アルカディア連邦は結成から
数年後に分裂し，短命の政体に終わった印象が強い
が，ヘレニズム時代に隆盛を迎える連邦国家の礎とな
った点で研究の意義は極めて大きい。報告者は連邦を
構成した諸共同体に注目し，初期連邦国家の国制を再
検討するとともに，ギリシア世界に存在した共同体の
多様性を明示することを試みている。

Ⅰ　ペロポネソス半島とアルカディア

　本プロジェクトは2008年11月６日～22日の２週間
で，修士論文を執筆するに当たり必要な調査・研究を
大学の支援を得て行ったものである。今回の調査では
マンティネイアを除き，アルカディア連邦の中でもと
りわけ重要な位置を占めたテゲア，メガロポリスへと
足を運んだ。現在のアルカディア地方へは，車で山間
部を走りぬけ，アテネからおよそ２時間半でペロポネ
ソス半島の「へそ」であり中継地に相当するトリポリ
に到着する。ペロポネソス半島は公共交通機関の発達
の遅れから，近年に至るまで観光地として旅行者に開
かれることが困難であっただけでなく，とりわけアル
カディア地方に関しては現在でも研究者ですら容易に
踏み込むことのできない地域の一つとして名高い1）。
　メガロポリスは前368年，ヘリソン，アルフェイオ
ス川の貫流する広大な平原と周囲の山岳地帯からなる
総面積1500km2の土地に，一説では前371年レウクト
ラの戦い以降スパルタの勢力を封じ込める目的で既存
の多数ある共同体を半ば強制的に集住させるという，
アルカディア連邦の一大事業として建設された都市で
ある2）。しかし実際に周辺領域を含め，メガロポリス
の影響下にあった地域は400km2程度の範囲であり，
面積上の比較をするならばテゲアよりやや大きくクレ

イトールより小さいと考えられている3）。前368年に
建設され連邦が事実上崩壊する前362年まで，メガロ
ポリスは連邦に10名のダミオルゴイを輩出し（IG V.2 

1.1），また都市域にはおよそ２万人を収容できるギリ
シア史上最大級の劇場及び評議会場に相当するテルシ
レイオンが併設しており，その重要性は明白である。
メガロポリスは前363年連邦分裂の危機に際してテゲ
ア，ボイオティア側に与し，マンティネイアと対立し
たことも知られている。史料上（Staatsverträge 337: 

Polyb.4.33.9）連邦分裂後，メガロポリスはアルカデ
ィア連邦の盟主となっていたことがうかがえる。
　現在メガロポリスは，その立地からギリシア南部へ
の電力供給地としていくつもの工場が林立する工業地
帯となっている。その麓に広がる人口1000人足らず
の小さな町から北へ数キロ地点に古代劇場とおそらく
はアルカディア連邦の民会場としても機能しえたテル
シレイオン，及び古代アゴラの遺構がひっそりと存在
している。紀元後２世紀ローマ時代の著述家パウサニ
アスは当時既にメガロポリスの大半が廃墟と化してい
たと伝えるが4），アゴラには現在でもゼウス神殿やマ
ケドニア王フィリッポスの名に因んだ立派なストアの
遺構等が確認できる（図１）。
　そのメガロポリスからトリポリを経由して東へ，車
で１時間程度の所にテゲアがある。テゲアはアルカデ
ィアの中でも特に強力なポリスとして名高くその歴史
も古い。史料によれば前６世紀半ばスパルタの覇権を
阻止する南部アルカディア最後の砦として登場し5），
また前５世紀前半のいつかの時点でマンティネイアを
除く全アルカディアから構成される反スパルタ同盟の
盟主であったこと6），更に南部アルカディアに存在す
る在地の攻守同盟の盟主であったことが知られてい
る7）。前394年のネメア戦争ではテゲアは2400名もの
重装歩兵を提供し8），その人口，戦力の強大さを示し
ていると言えよう。前370年にはテゲアは激しい政治
闘争を経た結果民主制を樹立し，マンティネイアと協
力してアルカディア連邦を結成したと言われる9）。
　ところが考古学的側面からの検討となると，公共建

アルカディア南東部の共同体と地域構造
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築物や市壁の一部は確認できるものの，テゲアの都市
プランはほとんど解明されていないというのが実態で
ある10）。現在テゲアは別名アレアとも呼ばれている小
さな町であり，近隣のいくつかの村落と合わせて一つ
の自治区を構成しているようであるが，ここに一際目
を引く遺構が存在している。それがアテナ・アレア神
殿である（図２）。

Ⅱ　アテナ・アレア神殿

　アテナ・アレア神殿は1806年に Dodwellにより初
めて場所が確認されて以来，20世紀前半に在アテネ・
フランス研究所を中心とする発掘が盛んに行われ，
1924年には Dugasによりその集大成として神殿の最
終調査報告書が提出されたが，その後もアメリカ，ド
イツ，ギリシア，近年ではノルウェー，スウェーデン
等の研究機関により発掘調査が断続的に行われてきて
いる11）。アテナ・アレアの聖域はその起源が伝説上の
アレオス王に帰されている12）。起源の正確な年代を特
定することは不可能であるが，神殿内部及び周囲の発
掘調査からは，奉納品と考えられるミケーネ時代に遡
る青銅製のピンや小像等の他，黒曜石の破片も発見さ
れ，その宗教活動が先史時代に遡る可能性すら提唱さ
れている13）。
　現在目にすることのできる神殿跡は，前古典期初頭
（前７世紀）に建設された神殿が前395年に焼失した
後，パロスのスコパスを棟梁に招いて造られたものだ
と言われている。スコパスは小アジアのハリカルナッ
ソスに当時存在したヘカトムノス朝の君主マウソロス
の霊廟を建設した人物としても名高いが，前395年の
アテナ・アレア神殿焼失を上限とする場合，彼がいつ
新しい神殿を手がけたのかが問題視されてきた。そこ
で年代特定のヒントとなるのが，テゲアで発見された
奉納碑文である（IG V.2 89）。
　この奉納碑文は1868年アテナ・アレア神殿の近郊
で発見されたもので，現在は大英博物館に所蔵されて
いる。奉納碑文とは言え，碑文自体は欠損して上端部
のペディメント及びレリーフが残存しているのみであ
る14）。それ故何のために，誰が奉納したのか等正確な
ことは不明であるが，重要なのはレリーフの図像その
ものである。レリーフに描かれているのは，中央に双
斧を携えたゼウス，その両側に立つ男女はイドリエウ
スとアダである。ゼウスはカリアの守護神であるゼウ
ス・ストラティオス或いはラブランデウスであり，イ
ドリエウス及びアダはマウソロスとアルテミシア亡き

後，前351‒344年の間共同統治者としてカリアを治め
た君主である。この奉納碑文は当該期のテゲア－カリ
ア間の密接な関係を示唆するだけでなく，奉納者はお
そらくカリア人と想定されることから，スコパスが小
アジアで霊廟建設に携わった後に追従してきた者と思
われ，その結果アテナ・アレアの既存の神殿建設の年
代は少なくとも，スコパスが小アジアで活動し，その
後テーバイでアルテミス・エウクレイア像を完成させ
たと言われる前335年の間であり，Normanは前345‒
335年の10年間を妥当としている15）。

Ⅲ　ポリス・テゲアとドーリアナ採石場

　テゲアは既述の通り，考古学的に都市の景観を復元
するのが困難と言われている。しかし近年盛んに行わ
れているサーヴェイの結果と合わせ，史料上確認しう
る兵力や遺跡の規模から推測される都市域の範囲，ま
た近代の国勢調査から得られた数値との比較検討によ
って人口や国力，更に都市領域の特定を試みる研究が
Forsénによって提示されている16）。テゲアは残存する
４カ所の市壁の断片から，都市域はアテナ・アレア神
殿周辺を中心とするおよそ190haの範囲と推測されて
いる。ただし後背地を含む領域に関しては少し問題が
あり，テゲアが存在する東部平原はマンティネイアと
分かたれていたものの，その北部境界線が明確ではな
い。また南部境界線に関しては，テゲアの一部であっ
た町がいつかの時点でラケダイモンのペリオイコイと
なったことなど17），国境線は流動的で画定しがたい。
結果，後背地を含む都市領域の範囲は正確に把握でき
ていないのが現状である。
　ところがテゲアにはアテナ・アレア神殿以外にも前
古典期に遡る神殿や聖域の跡がいくつも見つかってい
る。その一つがプシリ・コルフィの神殿（ca. 560‒
550）であり，良質な大理石の採掘場であったドーリ
アナ近郊に位置している。ドーリアナは現在アルカデ
ィア県の東部海岸沿い，アルゴリス県に近いところ
（Kato Doliana）とテゲアから南東へ10km程度のとこ
ろ（Ano Doliana）にある。前者は古代にはテュレア
ティスと呼ばれ，前545年頃アルゴス－スパルタ間で
激しい領域争いが展開された末，スパルタ領内，即ち
ラコニアに併合された地域であり，後者はスキリティ
スと呼ばれ，同じく前６世紀アルカディア戦争の末ラ
コニアに併合された地域である。問題の採石場が存在
したのは後者のドーリアナに相当する。
　神殿や聖域は，共同体構成員が結集して犠牲を捧
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げ，競技祭を催すなどして共同体意識を高めることに
よりポリスの発展に寄与したデヴァイスであることは
言うまでもない。アテナ・アレア神殿は都市域のこの
種の神殿に相当する。しかし神殿・聖域は必ずしも都
市域に存在しているわけではなく，山間部や他共同体
との境界線上に建設されているケースも多く見られ
る。これは通常ポリスの領域的境界線を成すものとし
て辺境聖域と呼び習わされている18）。例えばテゲアに
程近く，またパッランティオンに隣接するアセアに存
在する５つの神殿はいずれも後背地に存在し，明らか
に境界石の機能を果たしていた19）。テゲアのプシリ・
コルフィの神殿は，建設年代は早期とは言い難いもの
の，前６世紀が領土獲得戦争の真只中であったこと，
また立地条件を考慮に入れるならば Nielsenの主張す
る通り辺境聖域であったということになろう20）。
　ところがプシリ・コルフィの神殿はその所在地から
確かにドーリアナ採石場の領有権を主張するものでは
あったが，その強固な主張の矛先は，例えば北部に位
置するマンティネイアや西部に隣接するマイナリア部
族国家等の他のアルカディア諸国に向けられたもので
はなく，むしろ南部に存在する大国スパルタに向けら
れていたと考えられる。

Ⅳ　緩衝地帯としてのスキリティス

　Forsénの提示する古典期テゲアの領域は，前６世紀
にスパルタが領土拡張政策として行った戦争の末に奪
われた南端のオイオン，カリュアイを除いて境界線が
引かれ，ドーリアナ採石場に関しては東部方面，ラコ
ニアとの国境線に極めて近いところに位置している
（地図１）。そのドーリアナ産大理石で作られた奉納レ
リーフの断片が現在アテネ国立考古学博物館に所蔵さ
れている。テゲアで発見され，Funerary banquetをモ
チーフとしたそのレリーフの制作年代は前520年頃に
相当し，ほぼ同時期にラコニアで流行したいわゆる英
雄レリーフとは題材が異なることも特徴的である（図
３・４）。従って当該期にテゲアがドーリアナの採掘
権を保有していたと考えて差し支えないであろう。
　ドーリアナ採石場の操業年代は不確かであるが，フ
ィガレイア領バッサイのアポロン神殿もドーリアナ産
大理石を使用したことが分かっているため，少なくと
も古典期までは確実に操業していたと考えられる。ま
たドーリアナに確認される遺跡は古典期からローマ時
代にかけて存在し，いつかの時点でドーリアナがラコ
ニア領に入ったことが SEG vol. 15 Laconia no. 215の奉

納碑文の断片から窺える。そこで1983－88年にかけ
て行われたラコニア・サーヴェイの報告書を紐解く
と，同遺跡は古典期には既にラコニア領域内にカウン
トされていたことが分かる21）（地図２）。
　ラコニア・サーヴェイと Forsénの提示するテゲア
領域の境界線には差異が認められる。しかしドーリア
ナ採石場が存在したのは古代にはスキリティスと呼ば
れる地域であり，スパルタ側としては領域北端部，ア
ルカディア地方との緩衝地帯に相当したはずである。
Shipleyはペリオイコイに関する研究の中で，ラケダ
イモン領域北端部に広がるアイギュティス，ベルミナ
ティス，スキリティス，テュレアティスを，通常のポ
リスと同様に周辺領域を有し，一般的なペリオイコイ
とは異なる特殊な地位を保有した可能性のある地域と
して例外的に扱っている22）。スキリティスに関しては
ポリスの核となる中心的都市の存在が認められていな
いが，スキリタイと呼称される集団がスパルタ軍の左
翼を担う等，何らかの地位を得ていたのは確かなよう
である23）。それ故この地域は古典期にはテゲア同様，
或いはそれ以上にスパルタ寄りの政策を展開していた
と言うことはできるが，テゲア或いはスパルタのどち
らかの領域に確実に属していたという証拠はないと言
わざるをえないだろう。

おわりに

　スキリティスはラケダイモン北部境界線に展開する
他の地域と異なり，核となる都市或いは町が特定され
ていないことは先に述べた通りである。これはスキリ
ティスの特異性を象徴していると言えるが，核となる
都市を保持せず複数の小規模な居住地が一つの地域共
同体を構成しているという点において，アルカディア
に存在した諸部族国家及び古代トリポリスに類似した
政体と言うこともできる。奉納レリーフが示すように
前６世紀第４四半期までドーリアナがテゲアの息のか
かった地域であったとし，仮にスキリティスが部族国
家のような独自に機能した政体であったとするなら，
スパルタが前421年にパッラシア部族国家をマンティ
ネイアの圧政から解放した時のように，前古典期末の
いつかの時点でスキリティスはテゲアから離れ，スパ
ルタに依存する政策を敷いた可能性もあろう。
　アルカディア連邦は前362年に事実上崩壊した。そ
の原因は様々に推測されているが，一つは，例えばア
テネやスパルタ，テーバイのような地域を統制しうる
強力なポリスが欠如していたということである。メガ
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ロポリス建設以前の東部アルカディア諸都市，特にテ
ゲアとマンティネイアの人口学的比較を行った Forsén

の研究成果に基づけば，テゲアはおそらくマンティネ
イアの２倍の人口を擁していたが，テゲアに警戒心を
抱く部族国家の協力を得たマンティネイアを征服する
には力不足であったと言わねばならない。それはマン
ティネイアが前420年代に一種の「帝国」を作り上げ
た時にも，部族国家がテゲア・スパルタに与するとい
う逆のパターンで同様のことが言えよう。
　こうした「同規模のポリスが並列するアルカディ
ア」という構図が生まれたのは，前古典期にテゲアが
スキリティスを失ったことに端を発するのかもしれな
い。しかしスキリティスがテゲアに従属的な部族国家
であったのか，或いはテゲアの一部であったのかは不
明であり，またラコニアのペリオイコイとして分類す
ることができるか否かも現段階では判然としない。そ
れ故多くの問題が未解決のまま残される形となった
が，今回のギリシア調査を通じてアルカディア及びラ
コニアに存在する複数の共同体を検討し，なぜアルカ
ディア連邦は短命に終わったかという疑問に対して一
つの視座が得られたこと，また同時にラケダイモンの
国家体制が従来考えられてきた以上に複雑であった可
能性が高いという見解を得られたことを最大の成果と
して本稿を締めくくりたい。
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図１　メガロポリス　古代劇場・テルシレイオン（a‒c），アゴラ（d‒f）
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図２　テゲア　アテナ・アレア神殿
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図３　Funerary Banquet relief 
（National Museum no.55）

地図１　ドーリアナ採石場（Forsén Fig.1）

図４　Lakonian Hero relief
（Sparta Museum no.6517）
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地図２　古典期ドーリアナ採石場（LS II Ill.23.5. を改編）
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